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いつか「心に映ったまま」の写真を
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コンパクトカメラで記念写真を

撮るだけだった写真が趣味に変わ

ったのは，13 年ほど前です。研

究室の先生に誘われて尾瀬に行っ

たのですが，少しでも荷物を軽く

しようと，小型軽量の APSカメ

ラをわざわざ買ったのです。とこ

ろがプリントしてみると，ピント

が甘く，画質は粗くて平板で，あ

の彼方まで広がる雄大な風景が台

無しでした。悔しくてカメラ店で

そう話すと，「APSでは仕方ない」

と。で，反動で，その場で一眼レ

フを買ってしまったわけです。す

ると今度は実に綺麗な仕上がりな

のです。色彩もキメも奥行き感も。

以来，すっかり一眼レフにはまり

ました。

「絵画と違い，写真はある程度

まで理屈と機材」と知人が言って

いました。本質は光学機器なので，

機材が光線を取り込む仕組みや癖

を頭に入れ，自分の撮りたい画像

を実現すべく，露出，絞り，シャ

ッター速度，焦点距離などを決め

ていきます。被写体の配置や前後

のボケさせ方についても，ある程

度の写真文法があります。本格的

など，手持ちでパシャパシャと写

していきます。花は良く撮るアイ

テムで，時間を見つけてはあちこ

ちに出かけます。綺麗だと感じた

姿を，綺麗なままに撮ってあげら

れれば最高です。

そうして撮っていると，人間の

眼＝視覚はなんて良くできている

んだと思います。人間の眼は見た

いものしか見ていませんが，写真

にすると余計なものがいろいろ写

っています。人間の眼は視野内の

複数ポイントを瞬時に移動して並

行的に処理していますが，写真で

は主題を一つに絞る必要がありま

す。人間の眼は屋内も屋外も，昼

間も夕方も違和感なく色彩を認識

しますが，写真では露出やホワイ

トバランスを調整しないと不自然

になります。写真が眼の網膜像だ

とするなら，人間の視覚は脳で情

報処理を加えているし，「その場

の雰囲気」には視覚以外の感覚も

関与しているでしょうから，なか

なか心に映った雰囲気通りには撮

れません。でも，いつかそういう

写真を撮れるようになりたいと思

っています。

に取り組んでいるアマチュアの

方々は，写真教室に通ったり撮影

会に参加したりして勉強し，写真展

に出品して腕と感性を磨いていらっ

しゃいます。機材もハイエンドなカ

メラボディと何種類もの交換レン

ズ，頑丈な三脚などをお持ちです。

そうした世界があると知るにつ

れ，私は違和感を覚えるようにな

りました。世の中には「作品」と

しての写真のほか，カタログ写真，

報道写真，記念写真など，撮り方

や目的の異なる写真がいろいろ存

在します。私は何をどう撮りたい

のか？ 「作品」を追及したいの

か？　まるで自分探しのようです

が，たどりついた結論は，心に映

った像をそのまま記録したい，と

いうことでした。作品としての評

価はともかく，自分のために，自

分が興味を惹かれたものをその場

の雰囲気ごと写し，残したいと。

そう考えたら楽になりました。

どこかに足をのばすときは，た

いていカメラを持って行きます。

そこがどんな場所だったか，街や

道路はどんなようすだったか，道

端にはどんな花が咲いていたか，
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